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	ふるさと納税制度 令和8年10月からの改正点
	返礼品が自治体内でどの程度の付加価値を生み出しているかを明確にすること。
	〇 付加価値の割合の証明義務化 　→返礼品ごとに「区域内で生じた価値の割合」を算出し、自治体に提出
	自治体の対応事項
	〇 自治体による一覧表の公表 　→証明書を元に一覧表を作成し、HPに公開 〇 募集費用の透明化 　→返礼品の調達、送付、広報、事務等の費用の支払先と金額を公表


	付加価値の割合の証明義務化
	見直し内容
	○ 付加価値割合の算出方法について、価格に基づく算出を原則とする。 ○ 製造・加工品等の返礼品について、当該返礼品の製造等を行う者が価値の過半が区域内で生じたことを証明。 　※農産物、体験等の返礼品は証明は必要ではありません。
	付加価値割合の算出例（１）
	区域外で生産された原材料を使って、区域内の本社工場で生産されているチョコレートの場合

	【提供価格】3,000円（税込）
	【区域外】450円
	原材料費

	【区域内】2,550円
	製造経費、人件費、利益、その他
	区域内付加価値割合


	85％
	2,550円 (区域内) ／ 3,000円 (提供価格) ✖ 100 ＝
	50％以上ならOK

	付加価値割合の算出例（２）
	区域内で生産された茶葉を使って製造の一部を区域外の工場に委託しているお茶のペットボトル

	【提供価格】2,500円（税込）
	【区域外】1,000円
	外部委託料（茶葉の抽出と調合）

	【区域内】1,500円
	原材料費、製造経費（茶葉の抽出と調合以外）、人件費、利益、その他
	区域内付加価値割合


	60％
	1,500円 (区域内) ／ 2,500円 (提供価格) ✖ 100 ＝
	50％以上ならOK


	ご提出いただく様式
	様式に記載する内容

	・返礼品の調達費用 ・区域外で生じた費用 ・製造・加工地 ・一般販売価格
	市のHPに公表される内容
	公表される項目
	・返礼品名称 ・区域内で生じた価値の割合(%) ・区域内で生じた価値の算出方法 ・返礼品の製造/加工地 ・提供価格（調達費用） ・一般販売価格


